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日 時 7月25日（木） 7月26日（金） 7月27日（土）

午前

実習準備
● 大工による土台組、
  足場の設置
座学
● 工法の特徴や実習中の
 安全対策を学ぶ

壁組実習
● ４面の壁の製作
● ゲーブルパネルの製作

小屋組実習
● 天井根太、棟木、ゲー
ブルパネル、垂木、構
造用合板等の取り付け

（高所作業）
完成

午後
床組実習
● 足場についての注意
● １階床の製作

● 壁起こし、壁組・頭つ  
 なぎ  等
● 妻壁の固定

片付け・清掃

建築を学ぶ高校生が
ツーバイフォー工法の建築工事を体験学習
　当協会広島県支部では2019年７月25日～ 27日、広島市立広
島工業高等学校において、ツーバイフォー工法の建築工事の
体験学習を実施しました。同校の夏休み中のインターンシッ
プとして行ったもので、建築科の２年生14人が３日間かけて
３畳程度の平屋建ての構造躯体を完成させる作業に取り組み
ました。
　この体験学習は、広島県支部のメンバーが「建築を学ぶ若い
世代にツーバイフォーを知ってほしい」と一致団結した昨年に

広島市立広島工業高等学校

体験学習の工程

広島県支部長  宮川 裕壮氏（広電建設㈱）

「もともとこの実習はツーバイフォーの構造強度のアピー
ルを目的に始めたものですが、評判が良く、支部会員か
らも『次世代の人材育成になるから積極的に関わろう』と
いう雰囲気が出てきました。学校からもぜひ続けてやっ
てほしいという声をいただいているので、今後も前向き
に取り組んでいきたい
と考えています」

（写真：㈱中国放送
「ランキン Land !」）

2日目 3日目1日目

実習に先立って座学の講義を受ける生徒達。

足場業者から最新の安全基準について
の説明を受けた。フルハーネスは安全ベ
ルトより体にかかる負担が少ないこと
を実感する。

フレーマーが生徒に道具の使い方のコツ
を教えると、日頃から道具に接している
生徒達は、みるみる上手になっていく。

少人数のグループで妻壁を製
作。パズルのような材料が組み
上がると、歓声が起こる。

実習は安全第一。暑さや疲労か
ら不注意が生じると事故を招く
ので、講師からは毎回注意喚起
の声掛けがある。「ご安全に！」
の挨拶で作業は始まった。

ツーバイフォーの構造の基本となる壁の製作
は、正確さが要。面材張りでは都度寸法と直角
を確かめ、歪んでいると何度もやり直しをする。

いよいよ壁を運び入れ、壁組の作業に入る。

１日目につくった床の上に
壁を起こし、固定していく。

規定通りに仕上げた４面の壁がぴったりとおさ
まった。

最終日は、足場にのぼり屋
根をつくる。炎天下で、初
日の安全実習を思い出しな
がら、命綱をかけ気を引き
しめて作業に取り掛かる。

垂木、ゲーブルパネルを
取り付け、合板を張って
いく。ハリケーンタイも
取り付け、作業をしなが
ら屋根の構造や、ツーバ
イフォーの強さを支える
金物のはたらきについて
も理解していく。

小さな実習建物の屋
根に、グループごと
に上がって、目を輝
かせて作業を進める
生徒達。

この体験学習の様子を撮影した動画は協会ホームページで公開します。

３日目の昼、予定通りに建物が完成。
フレーマーの厳しい指導が伝わる、
正確できれいな仕上がり。

大きなけがや事故もなく、無事に実習は終了し
た。完成した建物の前で関係者全員で記念撮影。

■講師の声
広島県支部広報委員長　
宇佐川 巧氏（広電建設㈱）

「建築に興味を持って参加してくれた
生徒達に、建築工事の魅力を十分に伝
えたい。将来職に就いたときに、今
回の実習での経験を一つでもよいか
ら思い出してほしいと思います」

■講師の声
広島県支部技術委員長　佐々木 孝氏（三井ホーム㈱）

「ツーバイフォー工法の概要や木造の中高層建築に対
応可能な工法として、最近のツーバイフォーの建築
事情なども解説しました。実際につくって、見て、ツー
バイフォーが地震に強い構造だということを理解し
てもらいたい。そしてツーバイフォーに興味を持っ
てほしいと思います」

■生徒の声
「１年生のときに授業でツーバイフォー
を勉強したので、建築工事を体験して
みたくて今回の実習に応募しました」

■生徒の声
●「もともと大工に関心

があったので、今回体
験学習をしてよりいっ
そう興味がわきました」

●「職人さんの技術を近
くで見ることができ、
貴重な経験になりまし
た」

●「現場では、一つ一つの
ことを正確に仕上げて
いくことが大切だと実
感しました」

●「将来は現場で活躍で
きるしっかりとした職
人になりたいと思いま
した」

1

2

3

4

5

2

3

4

5

6

1

3

4

続いて、今年で２回目。今回は、①実習前の座学から生徒に
は木材・釘など構造材料の実物に触れてもらい、理解を深める、
②床や壁の製作段階では図面や指示書を見ながら生徒自身が
考え、取り組んでもらう、③釘打ちは省略せず規定通りに行う、
④現場の厳しさを伝えるため、講師は技術面、安全面で妥協
のない指導を行う、などの新しい指導方針を盛り込みました。
当日は報道機関の取材を受け、テレビ２番組、新聞３紙で紹
介されました。
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